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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第52期

第２四半期連結
累計期間

第52期
第２四半期連結
会計期間

第51期

会計期間

自　平成21年
　　　２月１日
至　平成21年
　　　７月31日

自　平成21年
　　　５月１日
至　平成21年
　　　７月31日

自　平成20年
　　　２月１日
至　平成21年
　　　１月31日

売上高 (千円) 11,445,5845,819,11125,284,360

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) △21,999 15,027 300,145

四半期(当期)
純損失(△)

(千円) △16,303 △1,764 △29,549

純資産額 (千円) ― 7,221,7057,300,965

総資産額 (千円) ― 18,932,29319,302,898

１株当たり純資産額 (円) ― 749.45 757.27

１株当たり四半期
(当期)純損失(△)

(円) △1.69 △0.18 △3.07

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ─ ─

自己資本比率 (％) ― 38.0 37.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 256,772 ― 532,479

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △49,935 ― △145,799

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △327,683 ― △433,595

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 574,498 695,344

従業員数 (名) ― 444 446

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、１株当たり四半期(当期)純損失であり、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　 平成21年７月31日現在

従業員数(名) 444　〔175〕

(注) １　従業員は就業人員であり、〔外書〕は、８時間換算によるパートタイマーの当第２四半期連結会計期間平均雇

用人員であります。

２　当社及び連結子会社は、商品の種類、販売市場の類似性から判断して、単一の事業であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年７月31日現在

従業員数(名) 388　〔113〕

(注) １　従業員は就業人員であり、〔外書〕は８時間換算によるパートタイマーの当第２四半期会計期間平均雇用人員

であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産、受注の状況

当社及び連結子会社は、一般消費者を対象とする店頭販売を事業の内容としており、生産、受注につ

いては、該当事項はありません。
　
(2) 販売の状況

当第２四半期連結会計期間の販売の状況は次のとおりであります。

商品別 金額(千円)

衣料品 2,041,828

身廻り品 460,021

雑貨 706,658

家庭用品 266,659

食料品 1,963,569

食堂・喫茶 150,424

その他 229,948

合計 5,819,111

(注) １　売上高は、連結会社間相互の内部売上高を控除しております。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　
　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年

度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

４ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年秋からの世界的な景気後退の影響を受け、生

産や輸出が急速に落ち込む中、非常に厳しい状況で推移いたしました。

　百貨店業界におきましては、景気悪化による先行き不安から消費マインドが著しく冷え込み、ファッ

ション衣料や宝飾品・美術品などの高額品にとどまらず全てのカテゴリーの売上が前年実績を下回

り、業界全体の売上は過去に例がないほどの下げ幅で推移いたしました。

　このような厳しい環境のもとで当社は、経済環境の変化に対応すべく、百貨店品質でかつ魅力的な価

格設定の商品「ほっとプライス」の展開を拡大し、景況に即した商品政策への取り組みを強化いたし

ました。また、集客面においては、「初夏の北海道物産展」などにおいて、人気商品の数量拡大や新規商

品の投入など内容の充実を図り、お客様の期待に応えてまいりました。加えて、本年は７年に一度の善

光寺御開帳や国際青年会議所アジア太平洋会議の長野市での開催をビジネスチャンスと捉え、食料品

の名産品コーナーを拡大するなど、売上の拡大に努めてまいりました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は5,819,111千円、営業利益は29,791千円、経常利益は

15,027千円、四半期純損失は1,764千円となりました。　　
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の資産は、現金及び預金残高の減少や商品在庫の減少等により、前連結

会計年度末と比べて370,605千円減少して18,932,293千円となりました。負債は、借入金の減少等によ

り、前連結会計年度末と比べて291,345千円減少して11,710,588千円となりました。純資産は、利益剰余

金の減少等により、前連結会計年度末と比べて79,260千円減少して7,221,705千円となりました。　

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び預金同等物残高は、第１四半期連結会計期間末と比べて

94,676千円減少して574,498千円となりました。

　

　 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益4,914千円、減価償却費108,316千

円、たな卸資産163,896千円の増加等により、260,003千円の収入となりました。

　

　 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、敷金及び保証金の回収等により、816千円の収入となりまし

た。　

　

　 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、長短借入金の純減347,940千円、配当金の支払額3,594千円等

により、355,496千円の支出となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。　

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。　
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,000,000

計 29,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年９月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,645,216 9,645,216
ジャスダック
証券取引所

単元株式数　1,000株

計 9,645,216 9,645,216― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年５月１日～
平成21年７月31日

― 9,645,216 ─ 2,368,299 ─ 2,916,697

　

　

EDINET提出書類

株式会社ながの東急百貨店(E03175)

四半期報告書

 7/26



(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社東急百貨店 東京都渋谷区道玄坂２丁目24番１ 5,381 55.79

ホクト株式会社 長野県長野市大字南堀138番地１ 290 3.01

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町１丁目１番２号 250 2.59

株式会社長野銀行 長野県松本市渚２丁目９番38号 240 2.49

株式会社八十二銀行 長野県長野市大字中御所字岡田178番地８ 240 2.49

信越放送株式会社 長野県長野市大字鶴賀問御所町1200番地３ 228 2.36

ながの東急百貨店従業員持株会 長野県長野市南千歳１丁目１番地１ 133 1.38

信濃毎日新聞株式会社 長野県長野市県町657 121 1.25

巽　一久 兵庫県芦屋市 116 1.20

長野県信用組合　 長野県長野市新田町1103番地１ 102 1.06

計 ― 7,101 73.63
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)　
普通株式　50,000

― 単元株式数　1,000株

完全議決権株式(その他)
普通株式

9,427,000
9,427 同上

単元未満株式 普通株式　168,216 ― ―

発行済株式総数 9,645,216 ― ―

総株主の議決権 ― 9,427 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式371株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ながの東急百貨店

長野県長野市
南千歳一丁目１番地１

50,000 ― 50,000 0.5

計 ― 50,000 ― 50,000 0.5

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

最高(円) 220 213 210 218 248 250

最低(円) 202 190 180 200 215 230

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成21年５月１

日から平成21年７月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年２月１日から平成　21年７月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、きさらぎ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 575,638 696,483

受取手形及び売掛金 1,089,968 1,119,496

商品 1,173,194 1,351,573

原材料 7,621 8,774

繰延税金資産 162,623 136,637

その他 118,707 94,470

貸倒引当金 △15,087 △18,873

流動資産合計 3,112,666 3,388,563

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 5,319,327

※1
 5,495,106

土地 9,533,921 9,533,921

その他 ※1
 130,359

※1
 100,231

有形固定資産合計 14,983,609 15,129,259

無形固定資産 52,357 11,940

投資その他の資産

投資有価証券 121,207 128,290

繰延税金資産 281,848 275,296

敷金及び保証金 178,984 139,363

その他 219,570 248,135

貸倒引当金 △17,950 △17,950

投資その他の資産合計 783,660 773,135

固定資産合計 15,819,627 15,914,335

資産合計 18,932,293 19,302,898

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,571,124 1,553,508

短期借入金 5,807,240 5,788,960

未払法人税等 13,341 133,193

商品券 925,836 936,390

賞与引当金 48,206 62,137

商品券回収損引当金 150,778 194,573

その他 1,503,317 1,460,600

流動負債合計 10,019,844 10,129,364

固定負債

長期借入金 580,000 861,160

再評価に係る繰延税金負債 264,112 264,112

退職給付引当金 629,262 620,054

長期預り保証金 128,242 127,242

その他 89,126 －

固定負債合計 1,690,744 1,872,569

負債合計 11,710,588 12,001,933
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,368,299 2,368,299

資本剰余金 2,916,697 2,916,697

利益剰余金 1,531,781 1,605,688

自己株式 △14,969 △13,777

株主資本合計 6,801,809 6,876,908

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △501 3,720

土地再評価差額金 389,630 389,630

評価・換算差額等合計 389,129 393,350

少数株主持分 30,765 30,705

純資産合計 7,221,705 7,300,965

負債純資産合計 18,932,293 19,302,898
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年２月１日
  至 平成21年７月31日)

売上高 11,445,584

売上原価 8,753,880

売上総利益 2,691,704

その他の営業収入 94,989

営業総利益 2,786,693

販売費及び一般管理費 ※1
 2,787,696

営業損失（△） △1,002

営業外収益

受取利息 573

受取配当金 1,255

保険解約返戻金 6,771

債務勘定整理益 6,415

その他 3,566

営業外収益合計 18,581

営業外費用

支払利息 31,951

その他 7,627

営業外費用合計 39,578

経常損失（△） △21,999

特別利益

固定資産受贈益 5,397

特別利益合計 5,397

特別損失

固定資産除却損 15,753

リース解約損 10,112

特別損失合計 25,866

税金等調整前四半期純損失（△） △42,469

法人税、住民税及び事業税 3,450

法人税等調整額 △29,676

法人税等合計 △26,226

少数株主利益 60

四半期純損失（△） △16,303
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年５月１日
  至 平成21年７月31日)

売上高 5,819,111

売上原価 4,461,805

売上総利益 1,357,305

その他の営業収入 49,798

営業総利益 1,407,103

販売費及び一般管理費 ※1
 1,377,312

営業利益 29,791

営業外収益

受取利息 5

受取配当金 1,255

債務勘定整理益 4,133

その他 1,610

営業外収益合計 7,004

営業外費用

支払利息 15,436

その他 6,332

営業外費用合計 21,768

経常利益 15,027

特別損失

リース解約損 10,112

特別損失合計 10,112

税金等調整前四半期純利益 4,914

法人税、住民税及び事業税 1,725

法人税等調整額 5,023

法人税等合計 6,748

少数株主損失（△） △69

四半期純損失（△） △1,764
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年２月１日
　至 平成21年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △42,469

減価償却費 218,898

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,786

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,931

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,208

商品券回収損引当金の増減額（△は減少） △43,795

受取利息及び受取配当金 △1,828

支払利息 31,951

有形固定資産除却損 15,753

売上債権の増減額（△は増加） 29,527

たな卸資産の増減額（△は増加） 180,828

その他の流動資産の増減額（△は増加） △23,837

仕入債務の増減額（△は減少） 18,683

未払消費税等の増減額（△は減少） △12,683

その他の流動負債の増減額（△は減少） 40,982

その他 27,629

小計 431,132

利息及び配当金の受取額 1,826

利息の支払額 △34,804

役員退職慰労金の支払額 △19,522

法人税等の支払額 △121,897

法人税等の還付額 38

営業活動によるキャッシュ・フロー 256,772

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △122,912

有形固定資産の売却による収入 111,598

差入保証金の差入による支出 △40,000

差入保証金の回収による収入 379

預り保証金の受入による収入 1,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △49,935

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000

長期借入金の返済による支出 △412,880

自己株式の取得による支出 △1,191

配当金の支払額 △56,775

リース債務の返済による支出 △6,835

財務活動によるキャッシュ・フロー △327,683

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △120,845

現金及び現金同等物の期首残高 695,344

現金及び現金同等物の四半期末残高 574,498
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年７月31日)

会計処理基準に関する事項の

変更

 

 

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）

「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　

企業会計基準第９号）を第１四半期連結会

計期間から適用し、評価基準については、原

価法から原価法（収益性の低下による簿価

切下げの方法）に変更しております。

この結果、従来の方法によった場合に比

べて、当第２四半期連結累計期間の売上総

利益は23,743千円減少し、営業損失、経常損

失及び税金等調整前四半期純損失が23,743

千円それぞれ増加しております。

 

 

　 （リース取引に関する会計基準の適用）

「リース取引に関する会計基準」（企業

会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改

正平成19年３月30日　企業会計基準第13号）

及び「リース取引に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準委員会　平成６年１月

18日　最終改正平成19年３月30日　企業会計

基準適用指針第16号）を第１四半期連結会

計期間から早期に適用し、所有権移転外ファ

イナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理から

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処

理に変更し、リース資産として計上しており

ます。

また、リース資産の減価償却の方法は、

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロ

（残価保証の取り決めがある場合は残価保

証額）として算出する方法によっておりま

す。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始

前の所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理を引き続き採用しており

ます。

なお、これによる損益に与える影響は軽

微であります。
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【簡便な会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年７月31日)

棚卸資産の評価方法

 

　当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の

算出については、実地棚卸を省略し、前連

結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算定する方法に

よっております。

 

　

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社ながの東急百貨店(E03175)

四半期報告書

17/26



【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年７月31日)

前連結会計年度末
(平成21年１月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　7,533,570千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　7,335,123千円

　２　偶発債務

　「社員ローン規程」に基づく従業員の銀行借入金　　　
32,334千円に対して債務保証を行っております。

　２　偶発債務

　「社員ローン規程」に基づく従業員の銀行借入金　　　
32,195千円に対して債務保証を行っております。

　 　

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日 
  至　平成21年７月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与・賞与 1,044,122千円

賞与引当金繰入額 48,206千円

退職給付費用 81,281千円

　

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月１日
至　平成21年７月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与・賞与 508,312千円

賞与引当金繰入額 48,206千円

退職給付費用 39,786千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日 
  至　平成21年７月31日)

　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 575,638千円

預入期間が３か月超の定期預金 1,139千円

現金及び現金同等物 574,498千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年７月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年２月１日　

至　平成21年７月31日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,645,216

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 50,371

　

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年４月15日
定時株主総会

普通株式 57,603 ６ 平成21年１月31日 平成21年４月16日 利益剰余金

　
(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。

　

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動はありません。

EDINET提出書類

株式会社ながの東急百貨店(E03175)

四半期報告書

19/26



　

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年７月31日）

　有価証券の第２四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい

変動はありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年７月31日）

　当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年５月１日　至　平成21年７月31日）

　該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年５月１日　至　平成21年７月31日）

　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間(自　平成21年５月１日　至　平成21年７月31日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成21年２月１日　至　平成21年７月31日)

　当社グループは、商品の種類、販売市場の類似性から判断して、単一の事業であるため、該当事項はあ
りません。

　

【所在地別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間(自　平成21年５月１日　至　平成21年７月31日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成21年２月１日　至　平成21年７月31日)

　　在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　当第２四半期連結会計期間(自　平成21年５月１日　至　平成21年７月31日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成21年２月１日　至　平成21年７月31日)

　　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年７月31日)

前連結会計年度末
(平成21年１月31日)

１株当たり純資産額 749円45銭
　

１株当たり純資産額 757円27銭
　

　

　

２　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日
至　平成21年７月31日)

１株当たり四半期純損失 １円69銭
　

(注)　１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　

　２ １株当たり四半期純損失の算定の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日
至　平成21年７月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(△)(千円) △16,303

普通株式に係る四半期純損失(△)(千円) △16,303

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 9,597,256
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第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月１日
至　平成21年７月31日)

１株当たり四半期純損失 ０円18銭
　

(注)　１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　

　２ １株当たり四半期純損失の算定の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月１日
至　平成21年７月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(△)(千円) △1,764

普通株式に係る四半期純損失(△)(千円) △1,764

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 9,595,526

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年９月10日

株式会社ながの東急百貨店

取締役会　御中

　

きさらぎ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　　野　　允　　夫　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　田　　中　　　　　豊　　㊞

　

　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社ながの東急百貨店の平成21年2月1日から平成22年1月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間

（平成21年5月1日から平成21年7月31日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成21年2月1日から平成21年7

月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半

期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ながの東急百貨店及び連結子会社の

平成21年7月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間

の経営成績並びに第2四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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